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そ２～５％程度の出現率であることが明らかにされている（Kashani, Orvaschel, Rosenberg, &
Reid，１９８９；Fleming, David & Offord，１９９０；Lewinsohn, Clarke, Seeley & Rohde，１９９４）。また，
日本の一般人口中の小学校低学年児童（７～８歳）を対象とした精神科診断面接を実施した研
究においても，DSM‐‐R（１９８７）に照らして２．７％の大うつ病の出現率が示された（Sugawara,














































１．楽しみにしていることがたくさんある＊ ［ ０ １ ２ ］
２．とてもよくねむれる ［ ０ １ ２ ］
３．泣きたいような気がする ［ ０ １ ２ ］
４．遊びに出かけるのがすきだ＊ ［ ０ １ ２ ］
５．にげ出したいような気がする ［ ０ １ ２ ］
６．おなかがいたくなることがよくある ［ ０ １ ２ ］
７．元気いっぱいだ＊ ［ ０ １ ２ ］
８．食事が楽しい＊ ［ ０ １ ２ ］
９．いじめられても自分で「やめて」と言える＊ ［ ０ １ ２ ］
１０．生きていてもしかたがないと思う ［ ０ １ ２ ］
１１．やろうと思ったことがうまくできる＊ ［ ０ １ ２ ］
１２．いつものように何をしても楽しい＊ ［ ０ １ ２ ］
１３．家族と話すのが楽しい＊ ［ ０ １ ２ ］
１４．こわい夢をみる ［ ０ １ ２ ］
１５．ひとりぼっちの気がする ［ ０ １ ２ ］
１６．落ち込んでいてもすぐに元気になれる＊ ［ ０ １ ２ ］
１７．とても悲しい気がする ［ ０ １ ２ ］
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